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任
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消防全般にわたる基礎教育を行うとともに消防職員としての自覚と消防精神
の高揚を図り、災害防除の重責を遂行できる消防職員を養成する。

新規採用の消防職員又はこれに準ずる未教育の消防職員 １１５日 １回 ５４名 全寮制 4/3～9/18 11月上旬

指揮監督能力を練成するとともに消防行政推進に必要な知識と技術を修得さ
せ、初級幹部にふさわしい消防職員を養成する。

主として消防司令補の階級にある消防職員（消防士長で部隊又は係の長であ
る者を含む）

１０日 １回 ４３名 〃 1/22～2/4 10月上旬

組織の管理運営や現場活動の安全管理など職場における監督者としての幅広い知
識を修得させ、中級幹部にふさわしい消防職員を養成する。

主として消防司令の階級にある消防職員（消防司令補で組織の管理を職務と
する者を含む）

７日 １回 ３２名 〃 1/8～1/17 ９月中旬

警防業務を担当している消防職員 １０日 １回 ３４名 〃 3/3～3/14 11月上旬

予防業務を担当している消防職員又は担当予定者 １２日 １回 ３３名 〃 9/30～10/16 6月上旬

火災調査を担当している消防職員又は担当予定者 １０日 １回 ４４名 〃 2/12～2/26 9月下旬

救急隊員予定者 ３７日 １回 ５３名 〃 10/23～12/13 6月上旬

救助隊員予定者 ２２日 １回 ４２名 〃 9/17～10/18 4月下旬

水難救助技術の向上を図り、日本赤十字社の救助員の資格を取得させる。 水難救助業務に従事する消防職員

実火災体験型訓練施設を使用して火災の性状を理解し、必要な知識と技術を
修得させる。

訓練指導に従事する消防職員 １日 ４回 １８名 通　学
10/30,11/13,
11/20,12/4

7月上旬

１１９番入電時の災害選定、現場特定並びに口頭指導等に必要な知識及び技
術を修得させる。

通信指令業務に従事している消防職員又は担当予定者 ３日 １回 ２９名 全寮制 11/27～11/29 7月下旬

各事象の想定訓練を通して、さらなる高度な技術、知識及び判断力を修得さ
せる。

救急救命士として現場活動歴が３年以上の消防職員 １日 ２回 ２４名 通　学 3/18～3/19 9月下旬

実火災体験型訓練施設を安全に使用するにあたり、指導者として必要な知識
と技術を修得させる。

次年度、岡山県消防学校に教官として派遣予定の消防職員 ２日 １回 ２名 〃 3/25～3/26 1月中旬

消防団員として必要な知識と技術を修得させる。 消防団員 ２日 １回 ２０名 通　学 4/21,5/12

指揮能力の向上を図る等、初級幹部に必要な知識と技術を修得させる。 班長の階級にある消防団員 ２日 １回 ３０名 〃 2/9,2/23

現 場 指 揮 課 程 各種災害時の現場指揮、安全管理及び防災指導要領を修得させる。 原則として部長又は部長と同等の実務経験を有する班長の階級にある消防団員 ２日 １回 ３０名 〃 10/27,11/10

分 団 指 揮 課 程 災害時の分団の管理運営要領及び効果的な現場活動のあり方を修得させる。 分団長又は副分団長の階級にある消防団員 ２日 １回 ３０名 〃 11/24,12/8

災害現場活動に必要な知識と技術を修得させる。 消防団員 １日 ２回 ３０名 〃 6/2,3/2

ポンプ運用等、機関員として必要な知識と技術を修得させる。 機関担当団員又は担当予定者 １日 ２回 ３０名 〃 5/26,3/9
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別
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育 水災害現場活動に必要な知識と技術を修得させる。 消防団員 １日 ２回 ５０名 〃 6/9,9/8

各事業所が組織する自衛消防隊員で指導的立場の者 ３日 １回 ４０名 全寮制 12/16～12/18 8月上旬

消防の仕事を認識させるとともに防火意識の高揚を図る。 少年消防クラブ員 １日 随時 ５０名 通学 随時 －

防火、防災と災害時の活動について必要な知識と技術を修得させる。 女性防火クラブリーダー １日 １回 ５０名 〃 11/6 8月中旬

火災予防や防災に関する基礎知識を訓練と体験により修得させる。 女性消防隊員又は女性防火クラブ員 １日 随時 １００名 〃 随時 －

防災に関する基礎知識と技術を修得させ、防災意識の高揚を図る。 各自主防災組織又は団体の構成員 １日 随時 ３００名 〃 随時 －各 自 主 防 災 組 織 等 研 修

全寮制での受け入れが不可能なため休止

実火災体験型訓練指導者研修

特
別
教
育

水 難 救 助 科

女性防火クラブリーダー研修

女 性 消 防 隊 員 育 成 研 修

予 防 科

火 災 調 査 科

救 急 科

救 助 科

水 災 害 等 対 応 講 習

自
主
防
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等

事 業 所 自 衛 消 防 隊 員 教 育 消防防災に関する基礎知識と技術を修得させ、事業所災害の防止を図る。

少 年 消 防 ク ラ ブ 員 教 育

基 礎 教 育

幹
部
教
育

初 級 幹 部 科

指
揮
幹
部
科

専
科
教
育

警 防 科

機 関 科

前期分
4月上旬

後期分
8月上旬

※募集時期は目安

実 火 災 体 験 型 訓 練 研 修

通 信 指 令 研 修

ブ ラ ッ シ ュ ア ッ プ 研 修

令和６年度教育訓練一覧表
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それぞれ特定の分野に関する専門的な知識と技術を修得させる。
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